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 デ リス根の粉末或はデリス根の有敷域 倉を微粉性物質に吸着せ しめて造 られた粉末は近來屋

内守『墨である葡京轟や家グニ等に著 しい殺轟力を示す事が知 られて來た.余 等は此の種の微粉

を適當に米穀に混合 したならば穀象を駐除出來るのではあるまいかと思つて最初にデ リス根の

有敷成分5%含 有の珪藻土粉を米穀に封 して重量で ヲ3。o混合 して,此 れに穀象を放囲して見た

虞,2日 で25%,4日 で95%死 滅 し,6日 目には全部死滅するのを見た.此 の實験の結果に非

常に興昧を畳 え直ちに珪藻土中のデ リスの有敷成分を4%,3%,2%,1%及 び0%と 攣へ

た ものを上記と同様にして殺轟試験を して見た.然 るに此等5種 類の珪藻土の穀象に封す る殺

轟敷果は饒 り大差の無い事が知れた-

 藪に於て余寺は非常に不思議1こ思ひ珪藻土のみを米穀に1/10⑪,1ん0,」/300,、エ/40⑪及び 」/50{}

と言ふ5段 の異つた割合に混合 して試験 した.此0)實 験に依 ると1/mで は相當に早 く曹象は

死滅するが 」/2。。～ソ朔 では少 しく渥 く,ソ5。。 では一一昂数果0)少 いのを訪めた.自[1か 圭藻土

は,或 る…定量を米擁に混合すれば没象の駆除に有敷 な事が明になつた.其 虎で珪藻土以外の

微粉性物質 も亦,此 の様な作用があるか どうかを試験する事に∬味 を畳 え實験室に持合せの炭

酸マグネシア,タ ルク及び酸性白土等を珪藻土と比較試験 して見ナこ.そ の結果炭酸マグネシア

は珪藻土 と同檬に有敷であるが,弛 の二物質は致果の少い事を知つナこ.

 此め研究は約2ケ 月程で終つナこが,謂 豊此の檬な微粉性物質の或る種の物が,穀 象に封 して

胴除作用が有 ると言ふ事は,既 に知 られた事かどうか調べ る必要が起 り,春 川教授に相談 した

所,早 速米國(1939)〔1)と猫逸(1935)(3)の文鰍を示されナこ.此(サ)等の内,前 の研究では豆象,穀 象,

グラナ リヤ穀象に就て微粉性物質の殺轟力を試験 して,余 等の得ナこ結果 と全 く同様な結果を報

告 してゐる.又 猫逸ではZacher氏 〔2)が始めて此の事に氣付いて獲表 した もので,此 の様な作

用を"Zacher-wirkung"(3)な ど ・呼んでゐる.此 の様に此の種の作用は,既 に外國では数年前

に既知であつたのを,日 本では未だ誰 も広付かすに居つて,偶 然に も余等は同一の結果を別の
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経路 か ら獲 見 したのであ る.

 叉 我 が國で も棚酸末 ⑤の此の種の殺贔致果 に就 ての研究 はあ るが,此 れ は棚酸 自身が揮獲性

で,強 い生理作用を持 つ物質 であ るので少 し考へ方 を攣へ な くては な らない.そ の外 に数年前

に"み の り"と 言ふ商 晶名 で"米 の防贔剤"と してベ ン トナ イ ト様 の鑛物 性の紛末が試 販 され

たが,其 の後全 く跡 を噺つて居 る事 も久田技 師か ら知つた.

 兎 に角,此 の檬 な簡 軍 な方法 で然 も極 めて低 廉な費 用で,其 の上杢國至 る所 に豊富 にある物

資で,米 の最 大害最 であ る穀象 の防除 が出來 るとすれ ば,現 下の米穀状勢か ら見て,一 日 も早

く公 に して一粒 の米 で も最害 か ら防止 したい と思 ひ,研 究的 には未だ充分で ない黒占は多 々ある

が其 れ等 は今後に補 充す る事 と して,今 日迄 に得 た結果 を拙速的 に報告 して廣 く識者の批判 を

仰 ぐ次第で ある.

                  實   験

 本 試験 は9月 下旬か ら5月 下旬に亙つて行つ た もの で,常 に28の 恒 温室内で飼育 した穀象

を20～30匹 づ エ50g入 廣 口瓶 に金網 の蓋 を した飼育瓶 に入れ,此 れ に各 種の微粉 を混合 した

玄米 を加 へ漁 度70～80%,温 度28.の 恒 温室内 に飼育 して2日 乃至3日 目毎に死贔数を勲 へた

 1. デ リスの有敷成分含有珪藻土の殺 轟力に關す る試 験.本 試験 に使用 した珪藻土 は少 しく

緑色 を呈 した もので,此 れ にデ リス抽 出物の 一定量 をベンゾールに溶解 せ しめた ものを混合 し

ベ ンゾールを蒸獲 し去 つて,全 くベ ンゾールの臭氣の無 くなる迄 乾燥 した ものを用ひナこ.此 等

の試料 を米30gに 封 して0.1gを 加 へ瓶 内で良 く撹梓混合す ると,各 米粒は全 く珪藻土粉 で被

覆 され飴 分の珪藻土 は殆 ど無 い位 である.此 の檬 に混合 した ものに穀象 を夫 々30匹 づ 」放飼 し

て経過 を見た.標 準 は同量 の無庭理米 に同撒の穀象を放飼 して試験物 と杢 く拉 行 に経過 を見た

ものであ る.表 中の数字 は死轟鬼 を示す.

                  デ リスの有敷成分含有粉の組成

   輕過 日数 標 準 5% 4% 3% 2% 1% 0%

     2            0         25      35      20      60      35      20

     4            ⑪          95      95      90      90      80      35

     6            0        蓼100     100     100      95      90      60

     8            0         -      一      一      95      95      70

     12            10          -       一       一一   ' 100  '   100      90

     14           10         -      一      一      一      一     ユ00

     16        10      -    一   ら 一    一    一.   -

 2.珪 藻土の混合量 と殺轟力との關係.第1實 験と同 じ珪藻土を米に封 し各種の割合に混合
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して殺 贔効果 を試験 して見た.此 の場合米 に珪藻土 を充分 多量に加へ良 く混合 して後,節 別 し

て,米 に附着 した珪藻土 の重量増加 を見 るに大艦 ソ300前 後 で あつ てj/100～1/200で は過剰 と

な り,1/40。～1/50。 で は不足である.勿 論此 の勲字 は珪藻土の種類 に依つて相常に大 きな開きが

あ る.次 表 中の撒字 は死癒鬼を示す.

                 珪 藻 土 混 合 割 合

   編 置日数  襟( )  準  ∀、。。 1!,。。  1/、。。 ▽、。。  1/、。。

     2             10         50       35       含5       25        0

     41510075.507025

     62G-9G 658565

     920-90959(γ.75

     11            30         -       95       95       95       75

     13            30        -      100      100      ]00       85

    16           30        -      一      一      一      95

 3 各 種 の微粉 陞1物質 の穀象 に封す る駆除作用の比校 此の試験 に使 用 しナこ微粉性物質 は上

記の 貢繍 こ使用 した珪 藻 土の外に藥 局方炭酸 マグ ネシア,タ ルク粉末,酸 性自土及び珪酸 と,

別 に籾穀 を焼 いて炭素 の全 く無 い檬 に した 自い友,豆 炭の友及び木次等 を夫 々上記試験 と同様

に ソ300混合 して比較試 験 して見た.表 中の激字 は死贔%で ある.

  纒過 日瀕  標(ら)  準  珪 藻 土  炭酸 マグネシァ  タ1レク末  酸性 白土  珪  酸

   2      0      0       0       0      0      0

   4040 10 0025

   7         0         80           10            5         ⑪         85

   9  5  100   55   8  5  95
   12    10    -      100      10    10    100

   14         10         -           -           20         15         -

   16         10     ・   一           一           35         20         -

   18         10         -            -            80         40         一

   経 過 日敷  標 準  珪 藻 土' 豆 炭 次  木 茨  籾 殻 次

    2       0       0       ⑪       0       0

    4            0           4⑪           35            5           40

    7           0      履   80          80          ,15          85

    951009015100

    12          10          -          100          15          -

    14          10          -          -           15          -

    16       '   10          -          -          20          -

    18         10         -一         一         25  '       -

 4 産地及び外襯の異つた各穂珪藻土の穀象に射する駆除作用の比嬢 此の試験は産地や外

観の異つた珪藻土が駆除敷果に如φ可に關係あるかを知るために行ったものである,混 合量は何
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れ も1んo宛 で 表 中 の 数 字 は 死 轟%を 示 した もの で あ る.

                    珪 藻 土 の産 地 及 び外 襯 別             、 纒 過 日敷 標  準

          北 海道(線)  宮 城(線)  宮城(黄)  岐 阜(白)  岐 阜(黄)  隙 岐(白)、

  2        0          15         15         30         30         30         15

  4       5        30        45        50        55        60        「55

  6       10  ・      45         65         75         90         90         80

  9    20      100     100     100     100     100     100

  11       20         _         _         _         _  4      _         _

 5・ 穀象の産卵米に封する珪藻土の駆除数果,以 上の各實験は何れ も各種微粉性物質を玄米

に1/3。o宛混合 した ものに穀象の成轟を放飼 して,そ れ等の死滅する歌態を観察 した結果 であ る

が,更 に多量に産卵 された米に樹 しては果 して如何なる作用を表はすかを試験する爲に豫 め玄

米1与Ogに 穀象の成轟350匹 を入れ280で 飽和漁氣の室中に一・週間放飼 して後,成 最を全部除 去

した ものを,夫 々10gづ Σ飼育瓶に入れ此れに珪藻土,炭 酸 マグネシア,籾 殻次及び豆炭次 を

夫 々1/3。o宛混合 して穀象の獲生歌況を試験 した虚,次 表に示す様に14日 目翻」ち米に成轟を添 加

した 日か らすれば21日 目に第二代の成最が獲 生 し始め引績 き20日 間壌加 したがその間に稜 生

後,数 日すれば何れ も死滅 し,結 局42日以後には全 く生きて居る成轟を認 めぬ様になつナこ・

 本實験では産卵数が豫め不明なので,獲 生 して來る穀象の数は各瓶一定 して居なかつた・ そ

れで表中の歎字は,獲 生及び死滅 した贔の實撒を現はして置いた.  '

      標  準 童 藻 土 炭酸マグネシア 籾.殻 灰 豆 炭 灰冒

  騨臼数藤藪縢藪蕪 勲無 藪 ㍉融 蔀 藪
   700⑪000⑪00G'

   14       0     0       1     1      3     ]      2     1       1     1

   21 202 155 166301 13コ7

   28      44     2       7    36      12    22      11    37      24    35

   35      5!     5       0    55       9    40       0    55       3    59

   42      55     7      ⑪    55       0    49       0    55       0    65

   49      57     9      0    55      ⑪    49      0    55       0    65

 6.珪 藻土の穀象に封する防除数果の持縛性に關する試験.上 記の各試験に示す檬に珪藻 土

は穀象を防除する効力を持つて居るが,此 れを米穀に混合 して長期貯穀 しナこ場合に,果 して ど

の位長 く防除力を保持 し得るかを試験する爲に米50⑪gに其の1/、。⑪にオ目當す る珪藻土,即 ち1・79

を混合 して,6ケ 月間紙製の箱に入れ放置 した ものを30g取 り穀象30匹 を放飼 して見ナこ結果 は・、

薮に混合 した ものと同様の数果あるのを知つた.表 中の激字は死贔%を 示す.
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     経過畷 標 '準 撚樫赫 轡臓鴉 て
       2         10         50          60

       415100100

       6          20          -           -

       9         20         一π           --

      11          30          -           -

      13          30          -           一

 此の種の試験は更に少 くも…ケ年毬繊績する必要がある一印ち米穀の牧穫 と同時に珪藻土を

混合 して翌年の夏期の穀象獲生の最盛期に至つて も猫ほ且つ有数である事が必要である.此 の

試験は目下績行中であるが,余 等は其れ位の数力の持綾性は充分にあるものと推察 して居 る.

 7.珪 藻土の穀象 に封する防除力と漁氣 との關係.本 試験に使用 した珪藻土及び米穀は出來

る丈け普通のものをと言ふ意味で,珪 藻土は市販の何等精製操作等を行つて居ないもので,水

分(100.乾 燥減量)は 大膿7～8%で あり,米 穀 もやはり普通のもので水分含有量大盟14～15%

の ものであつた・而 して・此等の試料を普通の漁度(70㌘80%)で 試験 した場合には上記の檬な

結果になるが,著 しく多漁の場合,例 へば米の水分を25%前 後とし珪藻土の水分をも25%前 後

と蔓た場合,或 は普通のものを漁度100%の 恒温室内で試験 した場合等は次表に示す様に,珪

藻土の穀象に封する歎果は著 しく減退するのを認めた.此 の事實は前述の歓米の學者等 も認め

て,逆 に此等微粉性物質の殺轟敷果は昆贔の艦内か ら水分を吸牧 して乾燥 して殺すのであると

してゐる.併 し,此 の理論には,な ほ研究の瞭地が相當にあると思ふ.

         淑  度70～80%     縄  度100%
  纒過日鍛                   !一      

標 準 宮城(緑)岐 阜(白)隠 岐(白)標 準 宮城(緑)岐 阜(白)隠 岐(白)

   2015301501550

   4545555502550

   6       10       65       90       80        0       40       20       10

   9       20      100      100      100        0       40       2⑪       15

   1120-一 一 5402015

                  要    約

 1.米 穀に珪藻土を重量で1ん。以上良 く混合 して置けば穀象を防除出來る事を知つた.此 の

際穀象の出入自由の容器では最の全部は容器内で死なすに一部は逃避 もする様である.

 2.珪 藻土 と同 じ作用の有るものとしては籾殻次,炭 酸マグネシア,珪 酸等があるが,實 際

問題 としては珪藻土が最 も適當である.

3 珪藻土の種類は極めて多いが,何 れでも穀象の防除力に封 しては大差無い様に思はれる.

 4 珪藻土の防最敷果は米穀に混合後6ケ 月間は試験の結果大丈夫であるが,お そらく一ケ
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年 間たつ て も有数 と推察 され る,

 5,珪 藻 土及 び米穀の何れかf,特 に漁氣 を多 く含有 した場 合には穀i象に樹 す る駆除数果 は

著 しく劣 り,又 極 めて多濃 の容器内 で も同様 で ある.

 6,産 卵 米,即 ち既 に多勲 の穆象 が繁殖 した檬 な米穀に珪藻 十を混合 して も,其 の防除敷果

は成最 のみの場合 と異 な り,新 に獲生す る次代の威轟 が有 る爲 に著 し く延長 され,少 くも30日

間 輕 たぬ と完奈 な防除 口的 は達せ られ ない.

 7.珪 藻 土及び其 の他の微粉 性物 質の殺轟致果 に封 す る生理作 用に關 しては,今 後の研究を

必要 とす る.

 8.珪 藻 土 は入悶姓 に家畜に封 して有害 で あるとは考へ られ ない上 に,玄 米 に混合 した珪藻

土 は精 白の際 に除去 され る し,白 米の場合は,淘 洗の際 に流 され るので勿論 人鰹 に影響無 い も

の と信す る.

 9・ 多量の米穀 に珪藻土 を混 合す る場 合には,南 者 を大桶 に入れ 固 く蓋 を して縦横 に轄 がす

が,最 も良 い様で ある.

 10・ 米 穀の害贔 防除法は從來,瓦 斯厘.ζ法其 の他種 々行 はれて ゐるが,余 等が此虚に獲 見 し

た新方法 は何れの方法 よりも簡 易で維潴的且つ安全で あつて特 に少亙の貯穀 には最 も滴當 した

もので あると思ふ.

 本 研 究は丈部省科 墜研多曹及び防虫科學研 究所 の委託研究費 で行つた もので ある・猴 ほ外國

丈職 を御教示下 さつ た春川 〒ゼ士,油 々米穀害贔防除に關 して御高読 を賠 せて下 さつた食糧管理

局第 二部長水川潔氏,河 野常盛氏,米 殻利用研究所長 井水 正名氏,原 田豊秋氏,並 に京都府立

農亨弐瞳場 久田勝次郎氏 に封 し玄玄に深 く感謝 の意を表 す る次第 である.叉 實験 に際 しては本研

究室 の諸氏,殊 に小林丈子,正 子及 び秋子の三氏には少か らぬ助 力を得 た.薮 に併記 して感謝

の意を表す。
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